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博士学位請求論文審査報告書 
 

 

氏名： 原 ひろみ 

論文題目： 日本企業の人事戦略についてのマイクロデータを用いた実証研究 

 

１．審査論文の目的と位置づけ 

本論文は、1990 年代後半から 2000 年代前半における企業の人事戦略の特徴を、新卒採

用、能力開発、非正規雇用の活用等に焦点を当てながら、実証分析したものである。そこ

では標準的な労働経済学の実証分析の手法に基づくマイクロデータを用いた検証が行われ

ており、公表データによって示されてきた労働統計の変化を、企業レベルに遡って詳細に

検証している。さらにはマイクロデータを用いた考察であっても分析手法によっては誤っ

た解釈を行う危険性を十分に意識し、セレクション・バイアスの可能性などにも最大限配

慮する等、分析方法も慎重である。加えて分析の視点を狭く企業行動のみに限るのではな

く、新卒労働市場の現状、労働組合の機能、公的職業訓練による能力開発支援の評価等、

人事戦略を取り巻く諸々の環境にも幅広く目を向けながら包括的な考察を試みている。 

人的資源管理に関する研究はこれまでも経営学及び産業社会学などの学術領域におい

て数多く重要な貢献がなされている一方、新古典派理論及び人的資本理論等に立脚した労

働経済学による人事戦略に関する実証研究は、日本において未だ乏しいのが現状である。

本論文は、原氏自身が実査に参加した調査を含む豊富なマイクロデータを駆使し、堅実な

手法による分析を行うことで信頼出来る結果が数多く提示され、高い研究価値を有する。

そこには労働問題についての一般的な通念に対して再考を促す内容も含まれている。 

2006 年 9 月 27 日に論文が提出された後、審査委員会（審査委員：市村英彦、伊藤元重、

中村圭介、仁田道夫、玄田有史（主査））を設置し、論文について検討した。さらに同年

12 月 25 日に口頭試問を行った上、慎重な審議を行った結果、審査委員一同、原ひろみ氏

に博士（経済学）の学位を授与するのが妥当であるとの結論に達した。 

本論文の構成は次の通りである。 

第Ⅰ章 序論 

第Ⅱ章 非正規社員の活用が正社員の雇用を減らしたか 

第Ⅲ章 新規高卒者を採用し続ける企業とは 

第Ⅳ章 能力開発に積極的な企業とは 

第Ⅴ章 労働組合は役に立っているのか 

第Ⅵ章 労働者は組合を支持しているのか 

第Ⅶ章 アメリカの公的職業訓練に対する政策評価 

第Ⅷ章 結論 
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 以下、本論文の主要部分である第Ⅱ章から第Ⅶ章の内容と含意を概観した上で、総合的

な評価を述べる。 

 

2．各章の内容と含意 

 第Ⅱ章は、正規雇用と非正規雇用の企業レベルにおける補完・代替関係を計測したもの

である。マクロ統計からは、1990 年代以降、正規雇用の減少と非正規雇用の増加が同時並

行的に進展してきた。しかしながら、ここで企業レベルでの雇用変動に着目しヒックスの

補完偏弾力性を計測した結果、企業内部ではむしろ正社員と非正規社員の間に代替関係よ

りもむしろ補完関係の見られる場合が多いことを発見している。さらに本章での分析では、

補完性や代替性の度合いに産業や企業規模による違いもみられ、小売業、サービス業、大

企業等に強い補完性が見られた。そこからは、非正社員の増加に伴い、その指導管理を目

的に正社員の確保を続ける企業がある一方、正社員と非正社員といった就業形態にかかわ

らず雇用全体を減らす企業が多数存在した結果として、マクロレベルでの非正規雇用の増

加と正社員の減少が観察されたことが示唆される。 

 トランスログ型生産関数を前提に、経済理論的な観点から補完・代替性を厳密に計測す

るには、就業形態ごとの雇用者数についてのデータと同時に、両者の生産要素としての費

用を表す賃金や福利厚生費など包括的な人件費に関するデータ、さらには資本および生産

量に関するデータ等が不可欠となる。これまで正規・非正規間の代替性・補完性が十分に

検証されてこなかった背景として、以上の変数をすべて網羅的に含んだデータが存在して

いないことがあった。それに対し、本章では複数の調査を慎重に接合しながら、分析に資

するデータを作成し検証を行った点に独自性を見出すことが出来る。 

第Ⅲ章は、企業の新規高校卒者に対する採用行動について、その継続性に着目した分析

である。その結果、1990 年代から 2000 年代前半にかけて、高校卒の新卒市場が全般的に

縮小傾向にあった時期においてすら、長期的視点に基づき人材育成に積極的であった企業

があり、そこでは新規高校卒の採用が継続的に行われている事実が発見された。以上から

は、不況期においても企業特殊的技能をもつ人材の自社内での育成を経営戦略の核として

位置づけている企業が少なからず存在していた事実が示唆されている。 

企業全般として長期的視点に立って能力開発に注力する傾向が弱まり、新卒労働者に求

められる技能要件にも短期的な収益に直結する即戦力的要素を課す傾向も強まっていると

いう通念が 90 年代後半から 2000 年代初めにかけて広がった。しかしながら、筆者も実査

に加わり実施された調査に基づく本章の実証分析からは、そのような通念が必ずしも事実

ではないことを示しており、興味深い結果となっている。 

では、長期的視点に立って社員の能力開発に積極的な人事戦略を採用している企業の特

徴とは何だろうか。この点について、2004 年に別途行われた調査にもとづき、実証分析し

たのが第Ⅳ章である。そこでは個人を対象に行われた能力開発に関する調査結果のマイク

ロデータを用いて企業内訓練の実態を検討している。その結果、仕事上の能力を高めるた
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めの指導や助言が積極的になされている企業ほど、連携して仕事をする体制づくりや、若

手社員の将来的なキャリアデザインについて個別に相談出来る仕組みが整えられているこ

とが確認されている。また先輩が後輩を指導する「教える・教えられる」雰囲気の強い企

業ほど、企業内訓練が積極的になされていることも発見された。 

1990 年代後半以降、成果主義的人事制度の広がりなど、新制度の導入を伴う人事戦略の

実行が広く強調されてきたが、実際のところ、労働者の能力を高めるには、単に制度の設

計にとどまらない職場の環境づくりや連携した仕事体制づくりこそ重要であったことを、

その結果は物語っている。 

第Ⅴ章と第Ⅵ章では、視点を企業や労働者個人から労働組合に転じて分析している。

1980 年代までのいわゆる日本的雇用システムに対する肯定的評価には、企業と労働組合の

長期的信頼関係の構築が含まれていた。企業の直面する状況に関する情報を企業別組合も

共有することで、業績悪化の際にも柔軟な賃金調整を受け入れたり、反対に組合の発言に

よる環境改善が労働者の離職を抑制する効果を持つこと等が議論されてきた。ひるがえっ

て、労働組合の組織率が趨勢的な低下を続けるなか、労働組合のどのような機能が人事戦

略や労働環境の改善に寄与する可能性を持つのだろうか。 

第Ⅴ章によれば、2000 年から 2003 年というデフレ進行下においても、労働組合は、正

社員の賃金及び仕事満足度や雇用安定といった非金銭的な労働条件の両方について、維

持・改善するための一定の役割を果たしていたという。さらに賃金決定の要因分析に関す

る労働経済学の標準的手法であるオハカ分解を用いた分析の結果として、組合の存在は賃

金格差の縮小に寄与することも示されている。そこから賃金格差拡大の背景として、組合

組織率の低下が一部寄与していたことを指摘している。 

以上からは、労働組合への加入は、2000 年代においても労働者の就業条件を改善する機

能を有することが見て取れる。にもかかわらず労働組合の組織率が下がり続けた背景とし

て、労働市場に非競争的な制約が存在する結果、組合の存在する企業への労働者の参入が

事実上制限されていたことが予想される。その意味で本章の結果は、日本の労働市場には、

賃金を通じた価格競争を実現する競争的市場メカニズムではなく、数量調整による割当現

象（rationing）にもとづいて労働力の配分が決定されている、いわば「二重構造」的側面

が含まれていることを物語っている。 

第Ⅵ章では、労働組合に加入していない（出来ない）未組織労働者が、組合についてど

のような意識を形成しているのかを、労働者を調査したマイクロデータを用いて分析して

いる。そこでは、未払い賃金請求権、有給休暇取得権といった、労働者の基本的権利の内

容について正確に理解している個人ほど、労働組合を支持しているという結果が得られた。

さらに未組織者に限定した場合、正社員と非正規正社員の間で組合支持の傾向に有意な違

いがないことも明らかにされた。 

労働経済学の実証研究のなかで、労働者の権利に関する知識や情報に着目する本論文の

位置づけはユニークである。派遣や職業紹介など労働に関する法制度の変更が行われた
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1990 年代後半以降、労働者が自らの権利についての正確な知識を有することは、基本的な

勤労生活の確保や改善にいっそう重要なものとなっている。労働に関する法制度の基本的

知識を獲得にしている就業者にとって、労働組合の活動が一定の評価を得ている一方、未

組織労働者は、正社員、非正社員を問わず、十分な知識を有していない可能性がある。そ

の意味で今後の労働政策には、政策の立案や実行のみならず、その前提となる権利に関す

る知識の広範な共有を進める具体策の検討が重要であることを、本章の分析結果は示して

いる。 

 さらに労働政策との関連としては、能力開発や採用について長期的視点に立って継続す

る企業が今後減少した場合、経済全体での持続的な生産性上昇には、能力開発向上に向け

た政策の立案とその効果的な実施が日本でも必要となる。そこで第Ⅶ章では、1960 年代以

降、様々な試行錯誤を繰り返してきた米国の職業訓練政策に対する政策評価の経験を紹介

している。本章は単に政策内容の紹介にとどまらず、政策評価の手法の進展に関する優れ

た研究サーベイともなっている。 

 

3.総合評価 

 以上、本論は、1990 年代から 2000 年代前半における労働市場の変化のなかで形成され

てきた「パートタイム労働者が正社員の雇用を奪っている」「長期的な視点からの採用や人

材育成は重要性を失っている」「新しい人事制度の導入により効果的な能力開発が実現可

能」「労働組合は労働条件の改善に貢献していない」といった、いわば検証なき通念に対し

て果敢に挑戦し、その見解を覆す実証結果を見出している。それらはマイクロデータを丹

念に分析した上で導き出されたものであり、信頼性の高い結果となっている。 

 無論、本論にも課題は他にも少なからず残されている。口頭試問でも指摘されたところ

であるが、なかでも実証分析の結果についての解釈が必ずしも十分ではない。たとえば本

論からは、長期的視野に立ちながら採用や育成を行っている企業が少なからず存在するこ

とが示唆されたが、だとすれば、いかなる企業がいかなる理由で、そのような人事戦略を

選択し、継続しているのかについて、説得的な解釈が示されているわけではない。また単

に新たな人事制度を導入するのみでなく、「教える・教えられる」雰囲気が職場にあること

が重要とされているが、だとすればどのような職場でそのような雰囲気が実質的に醸成さ

れるのかといった点についての言及も乏しい。 

これらを検証するには、人事評価や要員管理、産業や企業規模を超えた企業属性につい

てのより詳細なデータ分析ならびに多くの事例に基づく丹念な実態調査が不可欠であろう。

またデータ分析には、因果関係に解釈が説得的でない場合や、依然としてセレクション・

バイアスや同時性バイアス等が除かれていない場合も散見される。それらの課題や限界に

ついて、原氏も十分に自覚しており、今後、更なる改善に向けた努力が必要であろう。 

 以上のような課題こそ残されてはいるものの、本論は従来の労働経済研究になかった重

要な知見と貢献をもたらしており、高く評価されるべきと考える。また審査委員会では、
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労働経済学の博士論文の基準として、原則として学術雑誌に投稿し採択された論文が 3 本

以上含まれていることが望ましい（うち少なくとも 1 本は単著であることが更に望ましい）

との意見が提出されたが、本論文はその基準も満たしている。 

 以上より、慎重な審議の結果、審査委員一同、原ひろみ氏に博士号（経済学）の学位を

授与するのが妥当であるという冒頭の結論に至った。 

 

以上 

 

審査委員（主査） 玄田 有史 

市村 英彦 

伊藤 元重 

中村 圭介 

仁田 道夫 
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